
平成１２年度試験研究成果

区 分 普 及 題 名 ジベレリン利用によるりんどうの株養成期間短縮技術

〔要約〕りんどうの充実した定植直前の苗に、ジベレリン を散布して定植する100ppm
と処理当年の生育が旺盛になることにより株養成期間が短縮され、定植翌年の２年目か
ら株当たり３本程度の切り花収穫が可能になる。

キ－ワ－ド りんどう ジベレリン 株養成期間短縮 園芸畑作部 花き研究室

１．背景とねらい
りんどうは、定植後２年間の株養成期間を経て３年目から本格的な収穫が開始されるた
め、株養成期間を短縮して早期に収穫が可能となる技術の開発が望まれていた。そこでジ
ベレリンを利用した方法について検討した。

２．技術の内容
（１）使用するジベレリンの濃度は とする（表１ 。100ppm ）
２ 処理時期は 定植直前の充実した３～４対葉時の苗で 表４ 処理は１回とする 表（ ） 、 （ ）、 （
２，３ 。）
（３）ジベレリンの散布量は、トレ－の苗全体が充分に濡れる程度とする。
（４）処理した苗は処理当年に早期抽台して旺盛な生育を示し、２年目から株当たり３本
程度の収穫が開始できる（表５ 。）

（５）処理後３，４年株における切り花収穫本数は、無処理株と大差はなく、規格別では
やや上位規格が多くなる（表５ 。）

３．普及上の留意事項

（１）処理時期は、苗が充実していない早い時期に行うと、軟弱徒長して苗の育成率が低
下し、定植後も生存率が大きく低下する（表４ 。）

（２）処理苗は旺盛な生育をして、定植当年に抽台開花するため、時期によっては花腐菌
核病に罹病する可能性があるので、防除を徹底すると共に早期に花蕾を切除して株養成
をはかる。
（３）処理当年は早期に抽台が認められて旺盛な生育をし、秋口には太い茎の高い位置に
越冬芽が形成されることがあるが、このことによる問題は特にない。
（４）処理苗は生育が旺盛なため、根株が露出することがあるが、こうした株に対しては、
土寄せを行うなどして株の力を維持する。
（５）この技術は早期株養成を目的としたものであり、この技術による株の寿命延長や短
縮という視点ではまだ研究蓄積が不足しているが、現時点では５年株までは処理の効果
が期待できる。

（６）この技術は、本県と長野県野菜花き試、山形県園芸試験場において共同研究した結
果に基づいて確立されたものである。

４．技術の適応地域
県下全域

５．当該事項に係る試験研究課題
［花き１］－１－( )－エ－(ｱ) りんどうの効率的増殖育苗技術の開発3
［花き４］－１－( )－イ－(ｱ) りんどうの効率的増殖育苗技術の開発1
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７．試験成績の概要

（ ）表１ マシリィの定植前の苗に対するジベレリンの処理濃度と越冬前生育量
※ 1997

処理濃度 全重 根重 ｸﾗｳﾝ径 越冬芽の径別形成数 （本）
※※

株 株 以下 ～ 以上 合計ppm g/ g/ mm 2mm 2 4 4mm
50 12.0 4.2 7.1 1.7 4.1 0.0 5.7

100 11.1 8.3 8.4 1.1 5.2 0.8 7.1
500 11.4 6.4 7.8 1.2 2.5 0.2 3.9

6.7 4.5 6.7 0.5 4.2 0.0 4.7無処理

＊：定植前1回処理(定植日７月29日) ＊＊：芽の中央部の径を計測（1997年12月末調査）

( )表２ マシリィの苗に対するジベレリンの処理回数 と越冬前生育量
※ 1997

処理回数 全重 根重 ｸﾗｳﾝ径 越冬芽の径別形成数 （本）
※※

(処理日) 株 株 未満 ～ 以上 合計g/ g/ mm 2mm 2 4 4mm
7/29 21.1 12.3 8.4 1.1 5.2 0.9 7.2１回（ ）

7/29, 8/9 21.2 11.2 10.1 1.2 5.1 0.9 7.2２回（ ）

7/29,8/9,8/19 22.6 7.5 9.9 1.8 4.7 0.9 7.4３回（ ）

6.7 4.5 6.7 0.5 4.2 0.0 4.7無処理

＊：すべて濃度は100ppm処理、定植は７月29日 ＊＊：芽の中央部の径を計測（1997年12月末調査）

表３ マシリィの苗に対するジベレリン

( )の処理回数 と越冬前生育量
※ ＊＊ 1998

＊：すべて100ppm処理、定植日は６月24日処理回数 全重 根重 ｸﾗｳﾝ径

＊＊：1998年12月末調査（処理日） 株 株g/ g/ mm
6/24 25.1 18.9 14.1１回（ ）

6/24,7/4 26.6 19.3 13.8２回（ ）

9.9 6.8 8.3無処理

表４ ジベレリンの処理時期 と苗の育成率、生存率 （％） （ ）
※ ※※ 1998

項目 マシリィ ジョバンニ

処理時期 苗育成率 当年秋生存率 苗育成率 当年秋生存率

5/16 64.3 12.1 69.2 17.9１対葉展開時( )

5/30 68.1 27.3 73.7 22.7２対葉展開時( )

6/24 96.8 95.7 97.6 100.0定 植 時 ( )

96.8 90.6 97.6 94.8無 処 理

＊：処理は100ppm１回処理

＊＊：育成率は処理時を母数とした割合、生存率は定植数を母数にした当年11月末時点での割合

（ ）表５ ジベレリン処理方法と経過年次別の生育量 （マシリィ） 1998-2000
年 処理濃度 立茎数 収穫本数 （本 株） 越冬芽の径別形成数 （本）

＊ ＊＊ ＊＊＊/
次 回 数 （本 株） Ｓ Ｍ Ｌ 合計 未満 ～ 以上 合計/ 2mm 2 4 4mm

100ppm 8.3 1.1 1.4 0.5 3.0 5.2 10.9 10.2 26.3２ １回

4.6 0.6 0.0 0.0 0.6 3.3 5.5 4.7 13.5年 無 処 理

100ppm 1.2 2.6 0.4 4.2 4.2 15.9 9.1 29.2３ １回 調査無

1.6 2.1 0.2 3.9 5.8 12.6 7.3 25.7年 無 処 理 調査無

100ppm 1.1 2.9 0.2 4.2 5.2 14.6 10.2 30.0４ １回 調査無

1.9 2.5 0.0 4.4 4.4 14.4 9.2 28.0年 無 処 理 調査無

＊：株仕立て前の数 ＊＊：岩手県経済連規格 ＊＊＊：芽の中央部の径を計測


